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図 3:超流動開始温度 差 とスリップ開始温度 右 の 4He面密度変化.閉じた記号は 差 ,開いた
記号は 茄 を表す.異なる記号は異なる測定回を意味する.十字の記号はReppy等の行ったねじ
れ振り子の実験により得られたTcである･【4】
4 まとめ
He不活性膜の摩擦力が低温で著しく小さくなる現象は2次元多孔質基板でも観測されている､
これらのHe吸着膜の摩擦力の減少は,吸着膜が高温の液体的な状態から固相的な状態-と変化す
ることで定性的に説明される.しかし,グラファイ ト基板では-クトライ ト基板と異なり,多原子
層膜においても低温での摩擦力の減少が観測され,摩擦力は基板振動振幅に依存する.また,グ
ラファイ ト基板上の4He吸着膜においては2原子層と3原子層以上とでは摩擦力の性質が異なる.
このように,基板とHe吸着膜の性質を変えることで摩擦力が多様な振る舞いを示すことが明らか
になった.今後,基板とHe吸着膜の性質を系統的に変化させ摩擦力を調べることにより,摩擦の
素過程についての知見が得られるものと考えられる.
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